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ⅠⅠⅠⅠ-4-2（（（（Lektion 6））））    命令法命令法命令法命令法               

 

 基本文基本文基本文基本文 

  Arbeite fleißig!    （君は）熱心に働きなさい！ 

    Sprecht langsam!   （君たちは）ゆっくり話しなさい！ 

    Kommen Sie gleich!  (あなたは/あなた方は)すぐに来て下さい！ 

 

§1 命令法 

話法（Modus）には、直説法・接続法・命令法直説法・接続法・命令法直説法・接続法・命令法直説法・接続法・命令法の三つがあるが、そのうち命令法は、基本的に２
人称（du, ihr, Sie）に対するものである。  

 

duに対する命令 ihrに対する命令 Sieに対する命令  

語幹+( e ) ! 語幹+( e ) t ! 語幹+en   Sie ! 

wohnen  住む wohne ! wohnt ! wohnen Sie !  弱変化 
reisen  旅行する reise ! reist !   reisen Sie ! 
gehen  行く geh(e) !  geht !   gehen Sie ! 強変化 
raten   忠告する rat(e) ! ratet !    raten Sie ! 
denken 考える  denk(e) !  denkt ! denken Sie ! 混合変化 
rennen 走る renn(e) ! rennt ! rennen Sie ! 

 

ポイントポイントポイントポイント        命令文の作り方命令文の作り方命令文の作り方命令文の作り方    

   duに対する命令 ：  動詞の語幹+(e) ! 
     ihrに対する命令 ：   動詞の語幹+(e) t ! 
     Sieに対する命令 ： 動詞の語幹+(e)n  Sie ! 

      ＊Sie に対する命令文は、du や ihr に対する命令文とは異なり、接続法第 1 式（英語の仮定法に相当 L.31
参照）の要求話法からの転用なので、主語を省略しない。 

＊強変化動詞・混合変化動詞強変化動詞・混合変化動詞強変化動詞・混合変化動詞強変化動詞・混合変化動詞を用いる duに対する命令文は、語尾の-e が落ちる場合が多い。ただし-eln, -ern, 
-nenの語尾を有する動詞では、-eを省くことはできない。  

Wand(e)re!  Handle!  Nenne!    

＜練習＞ 次の動詞について duに対する命令形を言いなさい。 

        kommen    trinken    schlafen    machen   danken   

 

§2 命令法の例外 

 

現在人称変化の単数２人称・３人称で幹母音が e → i（e） (エーイー型)に変音する動詞は、du

に対する命令形でも同様に変化する。ただし a → ä (アーエ型)の動詞は命令形では変音しない。ま

た動詞 seinの命令形も不規則変化である。 
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 duに対する命令 

語幹+( e ) ! 

ihrに対する命令 

語幹+( e ) t ! 

Sieに対する命令 

語幹+e n  Sie ! 

lesen  読む lies ! lest ! lesen Sie !  e→i型 

treffen 会う triff !  trefft !  treffen Sie ! 

不規則変化 sein ･･･である sei !  seid !   seien Sie ! 

 

＜練習＞ 次の動詞について duに対する命令形を言いなさい。 

helfen    geben    sehen     essen    schlagen         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


